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－令和６年度 通常会計収支決算報告（単位：円）― 

収入の部 

前年度繰越金 9,057,972 町交付金 28,343,000 町補助金 13,048,624 合計 

負担金 204,120 雑収入 113,231 にしかわ会計収入 102,117 50,869,064 

支出の部 

振興会補助・助成 9,959,000 振興会長報酬 振興会運営補助金 事業負担金 140,306 センター連絡会事業 

職員人件費・福利厚生費 10,454,942 職員人件費 社保等共済費 福利厚生費 備品購入・修繕費 551,320 金庫 パソコン ホワイトボード 等 

報酬・手当 770,000 役員報酬 活動手当 補助金・助成金 14,145,236 協働のまちづくり事業 花いっぱい運動 町道等美化事業 等 

旅費・交通費 15,600 職員出張旅費 ふるさとまつり運営費 1,341,592  

その他経常費 1,506,716 消耗費 通信運搬費 使用料 燃料費 手数料 等 交際費 20,000 研修費負担金 

事業費 220,623 福祉部(子ども食堂含む) 車維持・管理費 128,435 保険料 車検 バッテリー交換 

609,262 農商推進部 公民館保険 72,000  

86,475 地域づくり部 予備費 10,000 その他の経常費へ流用 

1,135,755 生涯学習（ゆきなび）部 合計 42,694,406  

にしかわ運営費 1,527,144 にしかわ運営費 化石館運営費  

 

「ゆきの灯り５月号」にて「第３金曜日開

催」としていましたが、今年度は「第３土

曜日開催」（８月除く）に変更となりました。 

会場  RE-CREATE BASE 

（旧油木百彩館）駐車場特設会場 

時間  ９：００～１１：００ 

ご存じですか？ 

 

－食育とは－ 

○生きる上での基本であ

り、「知育・徳育・体育」 

の基礎となるべきもの。 

○「食」に関する知識、

選択する力を習得し、健

全な食生活を実践するこ

とができる人を育てる。    

（食育基本法より） 

～毎月１９日は「食育の日」～ 

 

－令和６年度 主な事業報告－ 

□福祉部    ○高齢者在宅支援事業実施 

         （サロン活動必要品購入助成） 

        ○子ども食堂事業支援実施（１２回） 

        ○視察研修（福山市）福祉 

        ○ドローン体験教室開催 

□農商推進部 ○ゆき軽トラ朝市開催（６回） 

        ○防草ネット支援事業実施 

        ○花いっぱい運動助成事業実施 

        ○ウッドチッパー貸出事業実施 

        ○有害鳥獣駆逐用花火安全講習会開催 

□地域づくり部 ○市場マップ作成開始 

        ○視察研修（福山市）地域情報 

        ○視察研修（高梁市）移住定住 

□その他    ○幹事・農商推進部・地域づくり部合同 

         研修会開催（新規就農者の確保で持続可能な村づくり） 

 

 

印刷の関係上、「ゆきの灯り」への「令和７年度油木協働支援センター通常総会」関連記事は６月号掲載とさせていただきました。ご了承ください。 
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ゆ
き
の
灯
り 

 

『令和７年度「大人の教室」開催予定』 

○アートクラブ （６月～ ５回講座）   

○油木お花畑教室 （６月～ ３回講座） 

○スマホ写真教室 （７月～ ４回講座） 

○パン教室 （９月～ ４回講座） 

○蕎麦打ち教室 （１２月～ ２回講座） 

○チョコレートレッスン （２月 １回講座） 

○味噌作り教室 （３月 １回講座） 

※現時点での予定です。変更の場合もあります。 

※新講座開講に係る、希望・情報等があればご 

連絡ください。 

 

 

水無月

６月２１日（土） ７月１９日（土）

８月１２日（火） ９月２０日（土）

１０月１８日（土） １１月１５日（土）

 

４
月
３０
日
（
水
）
、
神
石
高
原
町
長
入
江

嘉
則
様
を
来
賓
に
迎
え
、
「
令
和
７
年
度
油

木
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
通
常
総
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。 

油
木
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
各
事
業

（
概
要
は
下
記
参
照
）
を
通
じ
て
、
「
人
づ

く
り
・
つ
な
が
り
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
」

を
模
索
・
推
進
し
て
き
ま
し
た
。 

そ
れ
ら
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
積
み
重
ね
が
、

「
第
７７
回
優
良
公
民
館(

文
部
科
学
省
表

彰)

」(

全
国
６５
館)

と
い
う
結
果
に
つ
な
が
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
（
地
域
の

方
々
の
文
化
的
・
精
神
的
な
面
の
活
性
化
を

図
る
こ
と
も
、
地
域
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り

の
大
き
な
目
的
の
ひ
と
つ
で
す
。） 

今
年
度
も
各
事
業
の
実
施
を
通
し
て
、
住

民
同
士
の
多
様
な
活
動
と
交
流
や
、
学
び
と

学
ん
だ
成
果
を
生
か
し
た
「
地
域
活
性
化
」

が
図
ら
れ
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

建
設
的
で
積
極
的
な
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

  

 

      

 
 

    
 

     

令和７年度「ゆき軽トラ朝市」開催決定！ 
  

「油木協働支援センター通常総会」開催

 

  

□ゆきなび（生涯学習）部  ○「にしかわ化石館」運営 

        ○化石で参講座開催（尾道市） 

        ○視察研修（岡山市）化石魅力化プロジェクト 

        ○神社映像保存 

        ○文化イベント開催 

         （カラオケ大会・コンサート） 

        ○「油木匠展」開催 

        ○視察研修（三次市）文芸復興プロジェクト 

        ○ゆきキッズ・大人の教室開催  

        ○「学社連携・融合」事業実施 

□分室「にしかわ」運営 ○月・水・金(11:00～19:00) 

        ○「小さな展示室」（「日々是好日展」開催） 

□広報紙発行 ○「ゆきの灯り」１２回発行 

□まちづくり活動支援 ○協働のまちづくり事業助成（４回） 

□ゆきふるさとまつり ○１０月開催（約 1200 名来場） 

□優良公民館表彰 ○文部科学大臣表彰（全国６５館） 

 

 

令
和
７
年
度
「
油
木
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
通
常
総
会
」 

は
、
構
成
員
３
分
の
２
以
上
の
出
席
が
あ
り
議
案
は

賛
成
多
数
で
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

令和６年度ゆきふるさとまつり 

（令和６年１０月２７日） 

 



 

ゆきの灯り  令和７年６月発行 油木協働支援センター https://www.yukikyoudou.com 

 

 

 －令和７年度 通常会計収支予算（単位：円）― 

収入の部 

前年度繰越金 8,174,658 町交付金 28,296,000 町補助金 13,048,624 合計 

負担金 130,000 雑収入 115,718 にしかわ会計収入 100,000 49,865,000 

支出の部 

振興会補助・助成 9,864,000 振興会長報酬・振興会運営補助金 事業負担金 150,000 センター連絡会事業 

職員人件費・福利厚生費 14,219,000 職員人件費 社保等共済費 福利厚生費 備品購入・修繕費 650,000 買い替え 修繕 等 

報酬・手当 800,000 役員報酬 活動手当 補助金・助成金 14,817,224 協働のまちづくり事業 花いっぱい運動 町道等美化事業 等 

旅費・交通費 30,000 職員出張旅費 ふるさとまつり運営費 1,500,000  

その他経常費 1,725,000 消耗費 通信運搬費 使用料 燃料費 手数料 等 交際費 20,000 謝礼 慶弔見舞金 等 

事業費 400,000 福祉部 車維持・管理費 150,000 保険料 等 

990,000 農商推進部 公民館保険 72,000  

310,000 地域づくり部 予備費 727,776  

1,740,000 生涯学習（ゆきなび）部 合計 49,865,000  

にしかわ運営費 1,700,000 にしかわ運営費 化石館運営費  

 

 

 

－令和７年度 主な事業計画― 

□福祉部 

 生活に根差した支援事業を、包括的に協議し実践する。 

 ○高齢者支援（活動支援等） ○子ども食堂支援 

 ○自主防災活動（地産地防プロジェクト） 

□農商推進部 

 地域農産物の販路確保や、特産品開発の支援を行う。 

 農地保全の対策として、担い手の労働力不足対策と鳥獣害対策を行 

う。また、地域の景観保全を行う。 

○ゆき軽トラ朝市（６回） ○特産品開発 ○農地保全対策 

○景観美化活動 

□地域づくり部 

 油木地区の空き家バンク登録推進活動を行い、町の定住推進事業と 

 連携する。 

 油木地区の歴史・文化の継承活動を行う。 

 ○移住推進・定住促進  

○地域情報収集（市場マップ） 

   

  

 

 

体験させよう！ 遊びや読書が育む豊かな人生 

 体験活動や読書による「気付き」や「学び」は、子どもの豊かな成長に

欠かせません。家庭の外で、人や自然とふれあう遊びや体験活動は、

新たな発見や感動を生むだけではなく、社会のルールやマナーを 

学ぶ絶好の機会でもあります。また、絵本の読み聞かせや家庭での読

書活動は、家族間のコミュニケーションを深め親子の絆を育みます。 

 

 

 

読書活動と体験活動の両方が大切です！ 

読書活動も体験活動も豊富なほど、未来志向や社会性、自己肯定などが高い

傾向にあり、両方行うことが大切です。 

「鬼釜現地調査」 

化石魅力化プロジェクト 

（令和６年 11 月 8 日） 

■
お
茶
教
室
①
（
５
月
１０
日
） 

講
師
：
小
田
緑
先
生
・
神
石
高
原
町
女
性

会
油
木
支
部
の
皆
さ
ん 

 

「
端
午
の
節
句
茶
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

今
年
度
最
初
の
「
お
茶
教
室
」
と
い
う
こ 

と
で
、
茶
道
の
細
か
な
作
法
（
茶
室
入
室 

の
所
作
等
）
か
ら
学
び
ま
し
た
。 

■
料
理
教
室
①
（
５
月
２４
日
） 

講
師
：
大
西
智
子
先
生 

新
し
い
調
理
室
で
、
班
毎
に
協
力
し
な
が

ら
「
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
」
作
り
に
挑
戦
し
ま

し
た
。
フ
ラ
イ
パ
ン
で
生
地
を
丸
く
焼
く

の
が
楽
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

■
楽
描
教
室
①
（
５
月
３１
日
） 

講
師
：
若
林
佐
都
子
先
生 

「
段
ボ
ー
ル
」
を
ち
ぎ
っ
て
自
由
な
発
想

で
、
顔
の
部
位
を
台
紙
に
貼
り
付
け
ま
し

た
。
平
面
か
ら
立
体
的
に
、
い
ろ
い
ろ
な

表
情
の
「
顔
」
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。 

－体験させよう！－（参考：秋田県教育委員会・秋田県教育庁生涯学習課「家庭教育支援ガイドブック」）                 ★地域で子どもを見守り育てましょう（油木協働支援センター） 

 

 

□ゆきなび（生涯学習）部 

 学習を通じて、 

絆（仲間づくり）をつくり、地域の連帯感を醸成する。 

  文化的・経済的な向上、地域の教育力の活性化をもたらす。 

社会参加意識を高め、成果を地域づくりの実践に繋げていく。 

○ゆきキッズクラブ・大人の教室 ○伝統文化伝承 

○化石魅力化プロジェクト ○文芸復興プロジェクト ○折鶴献呈 

□分室「にしかわ」運営 

 談話室としての利用を維持推進すると共に、更なる利用方法の拡大を 

図る。 

 住民主体の各種企画展を開催し、「にしかわ化石館」の運営と共に生 

涯学習発信の拠点とする。 

□その他の事業 

 自治振興会の運営及び活動支援を行う。 

 広報紙・HP・１１Ch 等を通じての情報発信を行う。 

 協働のまちづくり事業補助を行う。 

 「ゆきふるさとまつり」を開催する。 

  

 

 

 

学齢に相応しい体験があります！ 

小学校低学年…「友達との関り」「動植物とのふれあい」 

小学校高学年…「自然体験」「友達との遊び」 

中学生…「地域活動」「家族行事」「家事手伝い」 

 

 

出典 国立青少年教育振興機構「子どもの読書活動の実態とその影響・効果に関する調査研究」報告書（平成２５年２月） 

 

今
年
度
も
体
験
活
動
を
通
じ
て
、
多
く
の
発

見
や
思
い
出
が
で
き
れ
ば
良
い
で
す
ね
。 

 

 

多くの「体験」が、子どもた

ちの成長を支えます。 


